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へ
る
で
あ
ら
う
｡

敢
後
は

言
い
し
て
濃
さ
庇

い
O

a
e
ld

g
eologi
st
と
北
ハ

同
研
究
な
行
ふ
磯
愈
少
な
か
-
し
た
め
､
恰
か
79
膳
か

れ
ざ
る
玉
の
如
き
観
あ
～,
し

マ
〝
チ
ン
苦
心
の
研
究
も

A
e
l
d
g

eolob.･y
の
進
捗
と
共
に
異
債
を
誰
め
ら
れ
つ
㌧

あ
る
故
､
や
が
て
は
陸
離
た
る
光
形

を

放
つ
時
が
凍
る

で
あ
ら
う
｡
(
完
)

(附
紀

)
曲
に

細
介
せ
る

｢
ボ
ル
ネ
オ
聖

高
じ

の
許

(
昭
和
十
竺

一

月
讐

と
し
て
ク
ー
ク
ー
ス
の
命
銘
肴
茄
に
=+･S
初
の
位
川
瀬
を

R
･

A
.
A
r
th
u
r
と
せ
L
は
繁
務
の
誠
謬
た
り
し
故
'
之
を
収
附
し
同
時

に
雑
費
の粒
臓
を
陳
謝
す
o

濃

尾

平

野

に

於
け

る
赦
寺

の
分

布

鏡

昧

完

二

1.
.
;ill

二
'
榊
札

の
分
祁

三
㌧
仰
脚
の
分
祁

聖

糾
虻
と
俳
桝
と
の
分
布
上
の
.:S
同

li
t
附
#.叫
p
序

波
尾
平
野
の
衆
路
の
研
究
藍

心
し

て屠
る
筆
者
が
先

づ
衆
落
と
融
寺
と
の
闘
係
を
知
み
庶

いと
思
っ
て

敢

脱
帽
平
野
に
於

け
る
社
寺

の
分
水

寺
の
封
架
落
位
聡
を
基
と
し
て
の
融
寺
の
分
布
を
調
査

し
た
の
が
此
の
拙
文
で
あ
る
｡
従
っ
て
本
稿
は
筆
者
の

浪
昆
中
野
の
栄
藤
の
研
究
に
先
帝
す
る
軍
に
な
ら
う
と

恩
ふ
｡
然
し
此
の
拙
文
は
其
の
大
部
分
が
､
昭
和
九
年
側
聞

正
常
分
の

山
陵
測
岡
上
の
簡
閲
で
あ
っ
て

自
身
の
都

合
で
必
要
な
個
所
の
巡
検
が
踏
ん
で
な

い
｡
其
れ
牧
童

吉
三

六

一



地

球

妨

二
十
五
番

と
し
て
寵
閲
か
ら
得
た
橡
寮
的
記
載
を
試
み
る
事
が
出

凍
る
ほ
過
ぎ
な

い
｡
其
れ
ほ
も
拘
ら
ず
敢

へ
で
此
の
紙

面
を
倍
ら
接
と
す
る
の
は
'
先
づ
大
方
の
御
教
示
を
待

っ
て
研
究
の
方
向
を
親
ら
を

い
戒
は
し
わ
い
と
念
願
す

る
か
ら
で
あ
る
○

此
所
に
濃
尾
平
野
と
し
て
考

へ
ね
地
域
は
､
第

一
､

第
二
､
及
び
第
三
園
は
示
す
様
は
､
天
白
川
と
町
屋
川

間
の
沖
積
層
並
に
洪
積
暦
の
平
野
で
あ
っ
て
､
愛
知

･

岐
阜

二
二
重
の
三
豚
は
踏
み
面
積
約

1
六
五
〇
万
粁
で

略
々
掩
固
形
の
地
域
で
あ
る
｡

姉

山
聞
及
び
第
二
閲
は
五
寓
分

1
陸
側
閲
に
記
入
n

れ
て
居
る
配
寺
の
記
観
を
抽
出
し
て
作
製
し
た
も
の
で

あ
る
｡
但
し
二
三
の
大
き

い
牡
寺
で
は
記
故
が
無
-
で

建
築
物
の
形
と
社
寺
名
と
で
示
し
で
あ
る
も
の
も
有

っ

た
が
此
れ
も
加
算
し
た
｡
そ
し
て
便
宜
上
此
所
で
は
乱

寺
の
数
と
其
の
分
布
と
だ
け
は
就
て
種
々
束
の
附

い
た

諾
鮎
を
記
述
し
皮

い
と
瓜
ふ
｡

就
寺
は
共
に
之
を
夫
々
次
の
三
型
に
分
数
し
た
｡
即

ち
左
の
様
で
あ
る
｡

姉

川

抑

ニ
rJ
.L

六
二

第

一
型

栄
藤
に
封
す
る
内
在
的
位
置
を
占
め
る
敢

寺

o
-

乱
等
が
集
落
の
金
-
内
部
に
存
在
す
る
場
合
､
並
に

其
れ
が
衷
蕗
の
鯨
蓮
は
布
衣
す
る
も
祭
蕗
の
隅
角
に
在

る
場
合
と
､
配
寺
が
祉
寺
以
外
の
部
落
の

一
部
分
と
北
ハ

ほ
栄
藤
の
突
出
部
を
形
成
す
る
位
滑
に
在
る
湯
谷
と
を

除

い
た
位
蔵
を
占
め
る
場
各
｡

第
二
型

栄
終
に
封
す
る
縁
蓮
的
位
置
を
占
め
る
赦

寺

｡就
寺
が
宋
蕗
の
隅
角
に
存
在
す
る
場
各
と
､
栄
港
外

に
在
る
7P
衆
蕗

へ
の
最
も
近

い
部
分
は
封
す
る
直
距
離

に
於
で
LTTT米
以
内
に
分
布
す
る
場
各
｡

第
三
型

衆
蕗
は
封
す
る
離
隔
的
位
置
は
在
る
敢
寺

社
寺
が
栄
路

へ
の
最
も
近

い
部
分
に
封
す
る
直
距
離

は
於
で
宵
米
を
超
過
す
る
位
置
に
在
る
場
各
｡
但
し
敢

寺
と
栄
落
と
の
間
は
道
路
の
有
る
場
各
は
其
の
道
路
幅

を
加
算
せ
ず
､
道
路
に
代
ふ
る
に
水
路
を
以
て
す
る
場

金
氷
は
路
幅
を
加
算
す
る
｡

荷
何
れ
の
場
令
も
車
検
､
研
究
場
等
の
公
共
趣
薬
物



濃
尾
平
野
に
於
け
る
批
苛
の
分
布

第 - 同 軸 牡 の 分 布
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地

球

妨

二
十
五
港

や
工
場
の
敷
地
等
は
宕
三
型
の
分
糖
に
軸
す
る
限
り
帆衆

路
の

一
部
分
と
考

へ
夜
か
つ
ね
｡

こ
､
紳
社
の
分
布

節

一
国
に
附
耐
乏
を
観
る
ほ
長
良
川
の
河
道

完
W
に

少
-
､
大
垣
以
南
の
所
謂
輪
中
地
域
に
政
も
少
い
事
を

知
る
｡
即
ち
笠
於
町
以
南
､
木
骨

｡
最
良
両
川
の
各
流

鮎
は
至
る
木
骨
川
河
道
閥
と
同
緯
度
間
の
揖
斐
川
以
東

と
の
間
の
低
温
地
で
は
僅
か
に
数
個
の
分
布
を
見
る
ほ

過
ぎ
な
い
｡

高
密
度
分
布
は
大
垣
以
北
の
美
濃
平
野
北
閣
四
分
の

オ
Tlシ

一
の
地
域
と
'
題

か

ら
萩
原
｡佐
織
｡紳
守
を
経
て
熱
田

は
到
る
線
以
北
の
尾
張
平
野
と
津
島
及
び
其
の
近
傍
と

ほ
見
ら
れ
る
｡

概
観
す
れ
ば
平
野
金
牌
は
輪
中
地
域
と
其
の
北

東
方

向
の
延
長
地
域
に
依
っ
て
p
二
つ
竺
点
密
度
地
域
に
分

た
れ
て
居
る
事
を
知
る
｡

都
督
地
に
は
制
令

に
少
-
､

一
の
宮
市
を
中
心
と
し

た
試
薬
畑
の
分
布
密
度
の
高
い
建
材
に
激
高
の
密
度
を

示
し
で
居
る
｡
此
の
地
域
は
尾
張
平
野
で
は
賓
に
現
任

筋

凹

雛

三
O
i.1

六

掴

(1)

民
配
光
に
依
る
開
拓
の
先
駆
を
覆
し

た
所
で
.
農
業
と

(り))

糾
配
と
は
斬
れ
る
事
の
出
凍
覆

い
閥
係
に
我
ら
入

口
も

那
密
で
あ
る
｡
津
島
町
及
び
其
の
近
傍
の
高
密
度
分
布

に
北
で
は
､
津
島
町
が
津
島
醐
融
と
密
接
在
寮
静
聴
達

の
闘
係
に
置
か
れ
て
兼
ね
事
か
ら
想
像
す
れ
ば
､
必
ず

し
も
不
吋
解
を
分
布
現
象
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
｡

川

楯
山
｡
銀
妹

指
張
の
就
茶
畑

昭
利
十
1舛
三
月

地
組
串
評
論

拘

森
徳

1
郎

侶
淑
大
粒
切
干
敬
珪
史

昭
利
十
咋

熱
甜
刺
寓
を
中
心
と
す
る
名
古
屋
附
近
も
此
れ
に
類

似
し
た
柳
城
(帳
栴
)
を
形
成
し
て
居
る
Q
荷
､大
垣
以
北

の
.平
野
の
高
密
分
布
は
､
或
は
尾
張

一
の
宮
近
傍
の
様

を
平
野
開
拓
史
か
ら
散
明
さ
れ
称
る
か
も
知
れ
な

い
｡

栄
藤
磯
達
の
此
政
的
新
し
い
歴
史
を
持
っ
て
居
る
伊

勢
滑
岸
地
方
に
案
外
紳
配
の
多

57番
は
､
節
二
間
俳
閣

分
布
岡
上
同
地
方
に
沸
閣
分
布
の
此
政
的
少
い
事
と
睦

べ
て
見
る
と
興
味
あ
る
現
象
で
あ
る
｡
之
は
封
し
て
他

(2C)

の
事
情
を
論
外
に
置
-
孜
ら
ば
新
型
地
に
は
帥
配
が
沸

閣
よ
-
も
先
行
し
て
新
米
蕗
に
随
伴
す
る
場
合
が
多

5,

の
で
は
夜
か
ら
う
か
と
恩
は
れ
る
0



次
に
封
朱
蕗
位
置
別
の
榊
乱
の
数
を
見
る
と
次
の
様

で
あ
る
○

第

一
聖

二
的

1
個

三

1
%

第
二
型

二
四
八
個

三
二
%

第
三
型

二
九
八
個

三
八

%

計

七
八
三
個

l〇
一%

局
部
的
に
は
各
型
の
多
少
偏
在
分
布
が
有
る
け
れ
ど

も
概
し
三

二
型
北
ハ混
在
分
布
の
形
を
と
っ
て
居
る
｡
第

三
型
の

高率
な
革
は
恐
ら
-
榊
配
分
和
上
の

一
大
特
色

で
あ
る
｡
此
の
事
に
就
で
は
沸
閣
と
の
踊
係
上
改
め
て

後
述
す
る
所
で
あ
る
｡

何

故
後
に
掲
げ
た
附
溌
参
照
｡

三
､

借

間

の

分

布

第
二
園
を
観
る
と
輪
中
地
域
及
び
其
の
尭
北
方
延
長

地
域
を
嘘
と
し
て
傭
閥
の
二
大
群
を
磯

風
す
る
革
.
第

一
間
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
｡
此
れ
を
精
々
仔
細
に
注

意
す
る
と
'
大
垣
以
南
で
は
帥
酢
が
少
夜
か
つ
穴
け
れ

ど
も
仰
閲
は
多
-
p
名
古
屋
市
の
北
方
の
平
野
に
も
同

様
の
闘
係
を
観
る
革
が
出
凍
る
｡

椴
柁
平
野
に
於
け
る
批
苛
の
分
祁

尾
張
の
高
密
皮
分
布
地
域
の
形
態
は
､
細
動
の
場
合

(1t-)

と
極
め
て
瓶
似
L
p
何
れ

も人
口
密
度
の
形
態
と
似
て

居
る
｡
唯
々
名
車
屋
群
北
方
の
平
野
で
は
'
刑
乱
と
人

口
密
度
と
の
間
に
相
異
の
有
る
事
は
前
述
の
通

力
で
あ

ヽ
ヽ

る
が
'
此
所
で
は
醐
牡
の
方
が
よ
少
人
口
密
度

に
従
っ

て
居
る
｡
此
の
地
方
で
の
俳
間
数

の
刷
乱
数
超
過
は
踊

し
て
は
種
々
の
班
由
が
あ
ら
う
が
､
此
の
地
方
が
低
凝

地
な
る
に
も
拘
ら
ず
古
-
か
ら
尾
張
の
政
治
中
心
に
近

-
'
又

'i
皮
は
政
治
中
心
で
あ
つ
ね
歴
史
的
事
情
を
想

以
起
す
ほ
止
め
よ
う
｡
大
垣
の
南
北
高
密
度
地
域
は
人

口
密
度
と
は
閥
係
が
多
-
な

い
｡

次
は
棚
閥
は
都
骨
地
殊
に
城
下
町
に
多

い
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
｡
名
古
屋
市
に
最
も
多
-
大
垣

･
岐
阜

｡
犬

山
等
が
之
に
次

い
で
居
る
｡
都
市
で
は
備
閥
が
軍
事
的

意
義
を
持
ち
等
町
を
形
造
っ
た
棟
を
観
係
か
ら
'
極
端

に
其
の
密
度
が
高
-
在
っ
て
屠
る
場
食
を
指
摘
す
る
事

が
出
凍
る
｡
苅
安
袈
(
一
宮
市
の
西
方
)岩
倉
の
両
地
は

歴
史
的
に
古

い
町
で
備
閣
異
常
は
多
-
､
地
方
農
村
は

於

い
て
史
的
異
彩
を
放
っ
て
屠
る
｡

11m

六
五



第 二 回 俳 閑 の 分 布
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㈱

別
技
抵
珪

枯
鮎
に
於
け
る
人
=
む
碑
斑

他
部
諭
訳
解

こ
畔

右

に
述

べ

た

都

市

以

外

で

は

､

利

配

に

比

し

て

いか

散
在
の
傾
向
が
あ
る
｡

次
に
封
寧

絡
位
置
別
の
備
閣
の
数
を
見
る
と
次
の
棟

で
あ
る
｡

(節二朱)

第 閲

三1(偶t.･紳批､rtlt鮎仰桝､両帝共沈掛′こ判す

るイ;I:im l二駁紺L･内耳['.乳 牛決!!!Lt.倣溢乳 陶凱

榔潤判を示すO

第

.J
型
が
紳

配
の
場
合
と
は

逆
に
多
数
で
あ

る
革
は
虹
意
す

べ
き
革
質
で
あ

る
｡
同
時
は
第

三
型
の
潜
る
し

-
少
数
孜
革
質

は
之
を
枇
言
す

る
な
ら
ば
､
価

閥
は
栄
藤
の
内

部
は
包
含

ruれ

る
傾
向
に
あ
る

と
云
以
得
る
で

横
尾
平
野
に
於
け
る
耐
寺

の
分
布



地

球

節
二
十
五
番

あ
ら
う
｡

此
れ
に
閥
し
て
の
種
々
の
説
明
は
之
を
避
け

y
p
他
日
に
保
留
し
て
樫
か
う
と
瓜
ふ
｡
そ
し
て
此
所

で
は
胆
に
沸
閥
の
姉
三
聖
に
は

(
柿
に
は
醐
配
の
第
三

型
も
)
所
謂
p
荒
鷹
村
落
を
意
味
し
て
居
る
場
合
が
あ

る
か
も
知
れ
な

5,事
を
附
記
す
る
は
止
め
よ
う
｡

拘
､
神
社
と
欄
間
と
の
分
布
上
の
異
同

本
節
に
述
べ
る
事
は
前
述
し
た
朗
と
多
少
重
複
す
る

嫌
S
が
あ
る
が
､
記
載
の
便
宜
上
か
ら
芸
う
な
っ
た
事

と
.
今

一
つ
は
此
の
小
文
が
濃
尾
中
野
に
摘
し

ての
研

究
で
他
の
地
域
と
充
分
な
此
陵
が
覆
さ
れ
て
ゐ

覆
い
と

云
ふ
事
は
北
で
御
前
乗
を
得
た
い
｡

二

濃
尾
平
野
は
於
け
る
醐
配
の
分
布
と
並
に
僻
閣

の
其
れ
と
が
共
に
長
良
川
を
境
と
し
て
p
二
大
群
園
を

な
し
て
分
布
し
て
ゐ
る
｡
今
恨
み
に
長
良
川
以
来
と
並

に
以
西
の
補
平
野
の
分
布
状
態
を
不
せ
ば
次
の
様
で
あ

る
｡
(

第
三
衷
)

二
p

組
数
に
於
で
沸
補
の
ガ
が

一
七
三
相
多

い
｡
此

れ
は
備
閣
紙
数
の
約

一
七
%
に
潜
る
｡

三
､
細
動
で
は
-
型
H
型
凹
型
の
順
に
漸
次
多
-
価

(第 三 衷)

閣
は
其
れ
と
反
封

に
m

型

H

型

Ⅰ

型

の
順
に

な
っ
て
居

る
｡
俳
閣
で
は
Ⅰ

型
が
凹
型
の
約
八

倍
も
あ
る
の
ほ
､

醐

配
で
は
僅
か
に

其
の
Lj
型
が
-
哩

の

1
二

1倍
に
過
ぎ
覆

い
｡
然
し
軍
資
紳
征
の
H
型
の

中
に
は
栄
蕗
か
ら
宵
米
未
満
の
距
離
に
分
離
し
て
居
る

も
の
が
備
閣
の
二
型
の
同
種
の
も
の
に
此
し
て
甚
だ
多

い
棟
で
あ
る
か
ら
'
結
局
は
於
で
次
の
様
-隻

日
S
得
ら

れ
る
｡紳
配
は
栄
藤
か
ら
分
断
し
て
､
及
び
俳
閥
は
栄
藤

内
部
に
夫
々
分
布
す
る
傾
向
が
有
る
0
此
れ
を

｢
社
寺

の
封
衆
弥
位
置
の
傾
向
｣
と
し
て
寵
め
る
事
が
出
来
る
｡

四
､
怖
閣
の
第
三
型
が

西
部
平
野
は
極
め
て
少

い
輩

五
｣
俳
閥
は
都
市
(
城
下
町
)
で
は
基
合
し
農
相
で
は

散
在
の
傾
向
あ
る
に
反
し
p
紳
牡
は
都
市
:=炭
柑
何
鹿
で

も
散
在
し
て
居
る
が
備
開
溝
普
遍
的
に
分
布
せ
ず
ー
地



域
的
ほ
分
布
密
度
に
ょ
-
大
き
な
差
が
あ
る
｡

六
､
融
等
の
分
布
は
人
口
密
度
を
反
映
す
る
卸
が
屡

々
あ
る
が
必
ず
し
79
左
様
と
は
云
ひ
得
な

い
場
合
が
あ

る
0次
に
榊
配
と
傭
閣
と
が
朝
封
的
に
何
れ
が
多
-
分
布

す
る
か
を
地
域
的
に
表
現
し
ょ
う
と
し
で
､
正
常
分
の

ft
地
形
岡
上
で
牡
等
の
最
短
直
距
離
に
在
る

.t
封
づ
つ

を
順
次
近

い
も
の
か
ら
消
去
す
る
方
法
h
=J試
み
た
O
消

去
さ
れ
る

一
封
の
乱
寺
の
直
距
離
は
初
め

一
粁
以
内
と

云
ふ
部
に
し
た
が
其
れ
で
は
地
域
性
が
鮮
明
に
出
な
か

っ
た
の
で
､
改
め
七
二
粁
以
内
と
し
ね
ら
大
健
其
の
目

的
を
連
す
る
都
が
出
凍
た
'
此
の
方
法
に
於
で
消
去
距

離
の
限
邪
は
斯
の
棟
は
賓
際
に
匿
而
し
て
決
定
す
る
の

む
安
常
と
考

へ
る
の
で
あ
る
｡
姉
三
園
は
即
ち
此
の
消

去
法
に
依
っ
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
｡
此
の
閲
に
於

で
は
少
-
と
も
三
つ
の
注
意
す
べ
き
結
果
を
得
た
｡

二

名
古
屋
市
政
其
の
北
方
の
地
域
に
仰
閑
の
分
布

地
域
が
在
る
事
.

二
､
名
古
屋
か
ら
大
垣
に
到
る
幅
約
十
二
肝
の
濃
尾

紙
柁
中
野
に
於
け
る
朴
寺
の
分
布

平
野
を
北
北
西
､
南
南
東
に
縦
走
す
る
地
帯
に
仰
閣
が

分

布

す
る
罫
｡

三
'
伊
勢
滞
撞
地
方
並
は
犬
山
崩
状
地
が
納
札
分
布

地
域
に
な
っ
て
屠
る
都
｡

第

一
項
に
就
で
は
前
に

二
日
し
た
か
ら
略
し
､
第
二

項
は
封
し
て
は
此
の
俳
閣
介
布
地
雅
の
中
に
､
執
甫

'

浦
洲
､
起
､
及
び
的
ケ
原
を
連
ね
た
嘗
街
道
が
在
る
事

に
注
意
し
て
龍
か
う
と
恩
ふ
｡
更
に
此
の
分
布
地
帯
が

価
閣
の
賓
際
的
分
布
(箪
二
間
)と
は
殆
ん
ど
無
園
係
に

布
衣
す
る
事
は

一
つ
の
興
味
あ
る
革
質
で
あ
る
｡
第
三

境
に
就
で
も
賓
地
踏
査
が
し
て
な

い
が
恐
ら
-
集
落
磯

連
史
と
無
紬
係
で
は
覆

い
と
侶
ず
る
｡

次
に
第
三
岡

上
に
於
で
尾
張
の
平
野
の
中
で
も
澱
も

早
-
か
ら
文
化

の
進
ん
で
ゐ
死
と
m
心
は
れ
る
｡

一
宮
'

活
洲
的
地
の
中
間
の
地
域
に
醐
配
備
閑
の
両
者
が
典
に

少

い
の
は

一
見
奇
と
も
E
･3
は
れ
る
が
'
窮

l
聞
及
び
節

二
間
に
示
す
様
に
薯
際
的
分
布
は
非
常
に
多

:h
の
で
あ

る
｡
此
の
地
域
で
は
比
較
的
古

い
時
代
か
ら
文
化
の
中

心
で
あ
っ
た
だ
け
は
休
閑
の
数
が
多
-
､
又

一
方
に
於

空
一

六

九



地

城

壁

二

･

誠
怨

で
此
の
地
方
の
遵
耕
地
と
し

ての
開
拓
と
察
細
と
は
維

れ
る
事
の
で
き
な

い
輔
係
は

あ
っ
た
事
か
ら
自
然
醐
配

の
数
も
多

い
薦
め
は
配
等
鼎
互
に
消
去
法
は
よ
っ
て
打

消
n
机
で
居
る
結
基
で
あ
る
｡

五
､
附

託

比
較
的
新
ら
し

い
歴
史
を
有
す
る
焚
蕗
で
は
､
敢
寺

の
分
布
が
如
何
戒
に
な
っ
て
居
る
か
を
知
力
度

い
と
恩

っ
一TJ
t
二
相
鹿
の
地
域
を
避
止
だ
｡
其
の

7
つ
は
北
海

選
と
樺
太
と
の

!
部
で
あ
-
､
他
は
沿
海
干
拓
地
と
し

て
の
見
島
轡
北
岸
並
に
有
明
海
北
岸
で
あ
る
.
此
所
ほ

は
其
の
大
股
の
傾
向
は
就
三

言
し
て
置
き
皮

い
と
思

ふ
0樺
太
で
は
鈴
谷
川
平
野
の
主
要
部
と
恩
は
れ
る
留
多

加

品
蒜

及
び
小
沼
の
三
間
(
何
れ
も
五
甫
分

一
)
を
み

る
と
､
寺
は
留
多
加
町
は
三
つ
､
豊

原
町
に
五
つ
､
及

び
並
川
(西
村
ほ
て
長

ざ
約
二
粁
草
)
に

一
つ
あ
る
｡
以

上

二
市
術
地
の
中
､
留
多
加
で
は
寺
が
帥
敢
よ
わ
旦

一

個
多
-
豊
原
で
は

<i
個
多

い
｡
宥
市
術
地
以
外
に
は
寺

は
見
潜
ら
ず
､
豊
原
の
北
方
に
あ
る
小
沼
に
は
寺
が
夜

節

凹

継

t芸

7

七

〇

い
｡
此
の
三
間
中
に
入
力
凍
る
醐
政
の
紙
数
は
二
十
二
､

等
の
其
れ
は
九
で
あ
っ
て
p
村
落
に
は
醐
就
の
み
の
分

布
が
見
ら
れ
る
｡

北
海
道
で
は
旭
川

｡
静
麻
の
二
間
で
按
ず
る
は
､
寺

二
十
八
､
醐
就
三
十
三
で
紳
配
の
超
過
で
あ
る
｡
市
街

地
に
は
俳
園
が
相
封
的
ほ
多
-
､
相
称
で
は
批
寺
数
が

平
衡
状
態
は
在
カ
､
唯
､
皆
臓
の
来
南
方
ペ
ー

パ
ーン
川

流
域
(
上
川
平
野
の
山
間

へ
の
轡
入
部
)
で
は
帥
批

の

み

が
六
個
も
記
入
さ
れ
て
居
る
0

右
の
謝
地
方
か
ら
の
賓
例
に
依
っ
て
見
る
と
､
北
海

道
と
樺
太
と
で
は

1
定
の
傾
向
の
有
る
事
を
類
推
す
る

事
が
許
rD
れ
る
か
も
知
れ
を

い
｡
即
ち
､
栄
静
聴
生
後

間
も
森
-
紳
融
が
撃

此
n
れ
､
釆
落
と
榊
乱
と
は
若
干

の
時
間
的
間
隔
を
以
て
相
伴
ふ
(Ⅰ
)
(
此
の
教
蓮
過
程

HLJ
I
と
す
る
｡
以
下
H
､
Ⅲ
の
場
合
も
同
上
)
部
落
の

人
口
が
漸
次
増
加
し
て
市
街
化
し
て
凍
る
か
(
H
〕
叉
は

市
街
化
し
な
-
と
も
大

P
,い
人
口
薬
園
を
な
す
は
到
っ

て
(
Ej
)
沸
閣
が
作
ら
れ

る
様
に
な
る
｡

北
泥
道
で
は
旭
川
其
他
の
南

西
地
が
H
t
他
の
上
川



平
野
の
村
落
部
は
Ej
､
上
川
平
野
周
縁
の
卒
野
轡
入
部

で
は
Ⅰ
の
状
態
に
在
る
ほ
勤
し
､
樺
太
の
市
術
地
で
は

H
乃
至
汀
'

其
他
の
鉛
谷
平
野
の
村
落
で
は
Ⅰ
の
状
態

は
在
る
の
で
は
な

い
か
と
考

へ
ら
れ
る
｡

次
に
見
島
暫
毘
及
び
有
明
海
栓
の

一
部
を
観
る
に
､

此
等
内
地

(
北
海
道
を
其
の
貸
賃
上
準
植
民
地
と
考

へ

る
)
の
新
党
群
は
p
植
民
地
(
北
海
道
並
に
樺
太
)
の
も

の
と
興
っ
た
鮎
の
有
る
事
に
束
が
附
-
0

岡
山
南
部
同
幅
(
正
常
分

-I
)
で
み
る
と
､
寺
は
岡
山

市
内
に
十
七
(
内
在
約
位
蔵
を
占
め
る
寺
)碑
配
は
尭
郊

丘
陵
上
の
も
の
を
除
け
ば
､
岡
山
醐
配

一
個
が
在
る
だ

け
で
岡
山
市
は
寺
の
多

い
町
で
あ
る
事
が
解
る
｡
岡
山

市
以
外
で
は
同
市
南
方
の
平
井
柑

(市
術
地
化
し
て
屠

る
〕
及
び
其
の
附
近
ほ
五
つ
､
堆
瀬
川
口
に
三
相
有
る
.

同
園
幅
上
(
見
島
半
島
党
報
部
を
除

き
)等
三
十
五
は
勤

し
p
醐
就
三
十
出
で
殆
ル
ビ
相
等
し
い
が
､
旭
川
と
雅

瀬
川
と
の
雨
河
間
の
村
落
で
は
寺
田
に
封
し
て
p
醐
配

二
十
あ
ら
P
牲
瀬
川
右
投
で
も
寺
二
つ
に
封
し
､
榊
乱

七
と
な

つ
tJ居
る
様
に
､
村
落
部
で
は
相
対
的
は
刺
配

拙
尾
平
野
に
於
け
る
此
寺
の
分
布

が
多

い
0

次
は
有
明
海
北
開
段
五
甫
分

.i
､
武
雄

･
鹿
島
の
二

間
幅
は
眼
を
樽
ず
る
革
は
す
る
.
便
宜
上
此
所
で
は
､

長
崎
本
線
と
有
明
触
と
で
限
ら
れ
力
漕
涯
地
方
恕
敏

べ

る
と
､
寺
四
十
四
に
対
し
'
榊
批
五
〇
で
'
醐
配
の
方

が
精
多
-
在
っ
て
居
る
.
就
寺
相
互
に
消
去
法
を
適
用

す
る
と
'
牛
津
川
以
東
'
佐
賀
川
以
酉
の
平
野
で
は
､

北
部
に
醐
牡
'
中
部
に
寺
､
南
部
(
沿
海
地
方
)
に
軸
配

が
相
対
的
は
多

い
事
HLJ知
る
.
牛
津
川
と
六
角
川
･
L

の

間
で
は
枇
寺
共
に
極
め
て
少
-

(
丘
陵
繰
上
の
配
寺

を

論
外
)
其
の
5
'由
は
地
形
図
を

一
瞥
す
れ
ば
瞭
然
で
あ

る
｡
六
舟
川
以
南
で
は
配
幕
政
が
互
に
平
衡
状
態
に
在

る
｡
然
し
､
海
岸
に
最
近
距
畔
の
配
車
を
海
岸
に
沿
っ

て
求
め
る
と
茶
粥
川
口
か
ら
済
川
口
迄
の
間
､
即
ち
有

明
海
の
北
閣
岸

完
W
に
は
金
-
榊
配
の
連
銭
が
有
る
革

h
t知
る
｡

最
後
は
五
嵩
分
の

二

大
革
m
間
隔
を
み
る
ほ
､
寺

十
九
に
封
し
て
p
細
動
は
六
十
三
あ
っ
て
著
る
し

い
差

で
あ
る
｡
十
九
の
寺
の
中
､
九
は
柳
河
町

(
但
し
柳
河

三
三

七

li



地

球

蟹

Z
蓋

世

町
北
の
少
部
分
は
此
園
に
あ
ら
は
れ
で
居
な

い
)
｡
比
の

岡
崎
の
批
寺
に
前
蓮
の
滑
表
法
な
行
ふ
と
､
柳
河

町
の

み
が
寺
の
地
域
と
在
る
の
み
で
､
他
は
露
く
醐
配
の
地

域
と
な
っ
て
了
ふ
｡

石
見
島

｡有
明
術
海
響

拝
で
は

(
但
し
前
掲
地
形
間

の
示
す
範
囲
で
)
糾
配
が
沸
閣
よ
少
も
多
-
p
此
の
鮎

は
伊
勢
轡
北
岸
地
方
の
場
各
に
瓶
似
し
て
居
る
0
然
る

に
沿
梅
地
方
に
於

てrb
へ
'
俳
閥
の
混
入
の
少
く
な

い

事
は
'
伊
勢

｡
兇

島､
並
に
有
明
の
三
轡
岸
共
通
の
現

象
で
あ
る
｡

武
減
野
に
於
け
る
替
地
開
墾
に
よ
る
農
村
の
如
き
で

は
'
常
初
の
地
割
を
行
ふ
と
同
時
に
俳
閣
の
敷
地
が
割

皆
て
ら
れ
て
ゐ
た
｡
そ
し
て
帥
社
は
其
れ
以
後
に
建
設

さ
れ
て
ゐ
る
｡
歴
史
的
に
同

左

宗
派
踊
係
は
あ
っ
た

79
の
が
集
囲
移
任
を
す
る
場
各
に
は
､
衆
落
教
生
と
同

時
は
寺
を
必
要
と
す
る
筈
で
あ
る
0
然
し
武
戴
野
の
寛

文
年
間
の
上
述
の
栄
蕗
が
此
の
輔
係
に
在
っ
た
事
を
直

ち
望

此
欝
す
る
事
は
出
水
を

い
｡
既
述
し
た
上
川
平
野

の
ベ
ー
パ
ソ
川
流
域
で
は
､
地
形
図
に
よ
っ
て
観
る
と

解
的
批

三

蒜

七

二

藤
島
囲
鰹

｡
宮
城
圃
櫨
､
及
び
越
中
圃
髄
等
の
地
名
の

示
す
様
に
､
圃
他
移
住
が
行
は
れ
ね
ら
し

い
が
寺
は

一

っ
も
見
散
ら
を

い
｡
此
等
の
誰
瓢
は
其
の
内
容
の
検
討

に
倹

つ
よ
与
他
は
方
法
が
な

い
｡

以
上
不
充
分
夜
記
載
は
終
っ
た
観
が
あ
ヵ
､
特
に
形

態
に
重
き
を
樫
さ
過
ぎ
た
事
は
敢
初
に
も
断
っ
た
過

少

で
､
賂
楽
日
を
改
め
て
御
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
J
J
瓜
っ
て

ゐ
る
.
荷
p
五
寓
分
の

一
地
形
樹
上
で
夜
し
た
狗
白
の

研
究
方
法
に
就
で
は
方
法
論
的
吟
味
を
嬰
す
る
で
あ
ら

ぅ
が
此
れ
も
省
略
し
､
只
管
先
輩
各
位
の
御
批
判
を
待

つ
次
第
で
あ
る
｡
(
一
九
三
ハ三
上
へ)
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〇
新
涯
よ
り
ゴ
ヒ沙

漠
を槙
ざる
蕊

洲
蛾
荒

憲

政

昭
和
十
年
十

一
月
発
行

本
番
も
亦
路
幽
紐
商
訓
査
骨

員

ネ
ダ

ー
チ

ン
夫
人
と
ネ
ダ
ー
チ
ナ
と

の
著
越
で
完

-
七
咋
よ
｡
完

二
八
年
に
於

て

新
は
河
北

却
よ
豊

で

笈
を
(
て
郎
路
に
至
る
放
行
紀
及
び
新
弼
北
に
ゴ
ビ
沙

機
構
断
記
で
あ

る
'
施
行
し
た
地
糊
が
あ
-
翁
虎
も
川
て
ゐ
る
完
味
な
新
暇
に
も
弟
は

し
い
解
析
も
あ
れ
ば
紫
色
も
あ
る
文
串
,G
渋
み
や
す

い
､
六
､
七
月
の


